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1 序論 一般に、気候変動の評価や、シミュレーシ
ョンには、大循環モデル (GCM, General Circulation

Model) がよく用いられている。大循環モデルは、さ
まざまな気象、気候に関する物理方程式を用いて、現
実の大気現象を表現するものであるが、様々な要因に
よって、バイアスが発生する。したがって、このバイア
スの補正を行うことが必要である。本研究では、九州の
大淀川流域と筑後川流域の 2流域で、MRI-AGCM3.2S

が出力する 3時間単位流出発生量から作成した日平均
流出発生量のバイアス補正結果 1)について、様々な指
標を導入し、分析を行った。指標として、水管理によ
く使われる、豊水流量、平水流量、低水流量、渇水流
量の 4つの流況曲線上の指標、二乗平均平方根誤差、
平均絶対誤差を導入した。

2 バイアス補正手法と河川流量計算
2.1 手法の概要 水島は、流出発生量に対するバイ
アス補正手法を開発した 1)。その概念図を図 1に示す。
流出発生量については観測量を得ることができないた
め、参照データを作成してそれを擬似的な観測値とし
て用いている。バイアス補正の評価は、GCMデータ、
参照データとバイアス補正後のデータの 3つの流出発
生量を河道流追跡モデル 1K-FRMに入力して得られた
河川流量を比較することによって行う。
2.2 補正対象 本研究では、水島と同様に、気象庁
気象研究所が開発したMRI-AGCM3.2S2)が出力する流
出発生量に対してバイアス補正を行う。補正を行う期
間は 1982年から 2001年までの 20年間である。
2.3 参照データの作成 陸面過程モデル SiBUC

(Simple Biosphere including Urban Canopy) を用いて
流出発生量の参照データを作成する。
入力する降水量はAPHRO JP、気温、気圧、長波放射
フラックス、短波放射フラックス、風速、比湿は JRA55

を用いる。地形データは HydroSHEDS、土壌パラメー
タは ECOCLIMAPを用いている。SiBUCの格子サイ
ズと出力時間間隔はMRI-AGCM3.2Sと同じ条件にし
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図 1 流出発生量に対するバイアス補正手法の概念図

ている。以上の条件により SiBUCによって出力された
流出発生量を、元の参照データと呼ぶ。
参照データが、観測できない真の流出発生量に対し
て妥当な値かどうかということは非常に重要である。
そこで本研究では、低水部における河川流量の再現精
度向上を目的として、SiBUCにおける土層厚を 15mに
変更して新たな参照データを作成した。以降これを、
修正した参照データと呼ぶ。
2.4 河川流量の評価 本研究ではすべての流出発生
量は 1K-FRMにより河川流量に変換している。バイア
ス補正の評価として、GCM出力から作成した河川流
量、バイアス補正済みの流出発生量から変換した河川
流量、参照データから変換した河川流量の 3つを比較
することによって行う。同時に、河川流量の観測値も
比較対象とすることで、参照データの妥当性について
も検討を行う。

3 結果と考察 平水流量と低水流量の 20年平均値と
標準偏差を図 2に示す。同図から、バイアス補正後の
値は、参照データの値に近づくように補正されている
ことがわかる。また、元の参照データによる河川流量
と観測流量の差は大きいが、低水部での再現性を向上
させることを目的とした修正した参照データによる河
川流量では、観測流量をよく再現できていることがわ
かる。よって、修正した参照データの流出発生量はあ
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(a) 平水流量 (b) 低水流量

図 2 流況を表す指標の平均値と標準偏差。Obsが観測値、GCMがGCMデータ、Refが元の参照データ、BCが
元の参照データを用いてバイアス補正した結果、R-Refが修正した参照データ、R-BCが修正した参照デー
タを用いてバイアス補正した結果をそれぞれ示す。

(a) RMSE (b) MAE

図 3 大淀川柏田地点における 20年分の流況曲線の参照データに対する RMSEとMAE。GCMと BCはそれぞ
れ元の参照データに対するGCMデータとバイアス補正後データ。R-GCMと R-BCはそれぞれ修正した参
照データに対する GCMデータとバイアス補正後データ。

る程度妥当な値であることが推察される。

修正した参照データを用いてバイアス補正を行う
と、GCMによる河川流量は修正した参照データによ
る値に近い値に補正され、観測流量と近い値となる。
異なる参照データを用いてバイアス補正を行っても、
GCMによる河川流量は用いた参照データによる河川
流量に近い値に補正されることから、本研究で用いる
バイアス補正手法の妥当性が示されたといえる。

図 3 は 20 年分の流況曲線について、参照データに
対する二乗平均平方根誤差と平均絶対誤差を計算した
結果である。青色が GCMデータ、緑がバイアス補正
後データについての結果をそれぞれ表している。いず
れの参照データを用いた場合でも、バイアス補正の結
果、誤差が小さくなる結果が得られている。このこと
から、本研究で用いるバイアス補正手法の有効性が示
されたといえる。

4 結論 本研究では、水島の行ったMRI-AGCM3.2S

の 3時間単位流出発生量から作成した日平均流出発生
量に対するバイアス補正の結果について、修正した参
照データを作成し、また様々な指標を導入し、分析を
行った。分析の結果、修正した参照データであれば流
出発生量として妥当であると推察されること、本研究
で用いるバイアス補正手法の妥当性や有効性が示さ
れた。
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